













Improvement of fatigue durability due to reducing residual stress 








From around 2000, fatigue cracks originating from weld roots between deck plate and trough rib and 
propagating into deck plates have been detected in vicinity of the intersection to lateral ribs of orthotropic steel 
deck. In this study, fatigue tests have been performed on as-welded model specimens under load range of 35kN, 
and annealing stress relief specimens under range of 50kN. The results are compared with those of as-welded 
specimens under load range of 50kN. In addition, thermo-elasto-plastic stress analyses are carried out to get 
the residual stress of welded joints between steel deck plate and trough rib in orthotropic steel deck. Moreover, 
methods for reducing the residual stress are considered. 




























































図 1 疲労耐久性に対する 









ブ 2 つ（トラフリブ間隔 320mm）と横リブ 1 つで構成さ
れている．疲労き裂の起点となる溶接ルート部は 1 体の
試験体で 4 つある．デッキプレートの板厚は 12mm と
16mm，トラフリブの板厚は 6mm，横リブの板厚は 12mm
である．供試鋼材は，SM490YA である．試験体の寸法は，




































70kN あるいは 100kN とした．その際の下限荷重は 10kN
である．荷重の繰返し速度は 5Hz である． 












AO AI BI BO 















図 3 ひずみゲージ添付位置 
き裂深さ a 
き裂長さ 2b 





 疲労試験結果を表 2 に示す．表中には，各試験体に与
えた荷重繰返し回数，暴露した疲労破面の観察により求
めたき裂深さとき裂幅を示している．き裂深さとき裂長
さの定義は図 4 に示すとおりである．N12AW-35 試験体


































験体は荷重繰り返し数 304 万回でも疲労き裂の発生は 2
か所であった．S12SR-50，N16SR-50，S16SR-50 試験

























































































（a）N12AW-35 溶接線 BI 
（b）S12AW-35 溶接線 AO 
（c）N16AW-35 溶接線 AO 
（d）S16AW-35 溶接線 AO 









































































































































































































































































































































































進展速度を算出した結果を図 9 と表 4 に示す． 





















試験体の 2 箇所（BI，BO）と S12SR-50，N16SR-50，
表 3 残留応力の推定値 
AO AI BI BO
N12AW-35 303 322 305 345 319
S12AW-35 172 210 213 213 202
N16AW-35 281 289 242 307 280
S16AW-35 174 163 181 143 165
N12AW-50 290 283 270 308 288
S12AW-50 249 267 230 233 245
N16AW-50 302 266 272 289 282
S16AW-50 214 162 143 207 182
N12SR-50 71 129 25 27 63
S12SR-50 25 3 16 3 12
N16SR-50 49 2 14 23 22







































図 7 き裂深さとひずみ範囲減少率の関係 


































































図 8 き裂深さと荷重繰り返し回数の関係 









































































































































表 4 き裂進展速度 
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 溶接は脚長 8mm の等脚の二等辺三角形でモデル化し
ている．溶接ルート部の最小要素寸法は 0.1mm である．
なお，溶け込み深さは 75％としている．ヤング率は
2.0 × 105N/mm2，ポアソン比は 0.3 とした．拘束は下フ
ランジ全面を拘束支持としている．載荷位置と載荷範囲，
そしてその大きさは疲労試験と同じである．解析では，











S12 モデルの応力は 0.85，N16 モデルで 0.51，S16 モデル
で 0.43 となっている． 
ここで得られたデッキプレート上面の最大主応力範囲
で整理した SR-50 試験体の疲労試験結果を図 13に示す．
N12SR-50 試験体の疲労寿命は 304 万回，S12SR-50，











タは，JSSC 指針の A 等級の疲労設計曲線を十分に満た
している． 
 























































































































5mm 離れた位置での橋軸直角方向の応力は N12 で










がある．局部加熱・冷却も 1 つの方法と考えられる． 














































図 15 残留応力分布 























図 16 荷重位置とルート部先端の応力の関係 








































































（2）荷重範囲を 50kN から 35kN に変更することで，進
展速度は 0.34 程度に低下することになるが，ここ
で観察された進展速度の低下度は N16AW-35 試験
体で 0.54，S16AW-35 試験体で 0.58 と小さいもので
あった．板厚 12mm の試験体では，N12AW-35 試験
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